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	「実際に科学館で調べたい！」という園児の希望を受けて、 9月は多摩六都科学館を見学した。 展示物や体験装置を通し、身体への知識をさらに深めた。 子ども用カメラを持参すると、標本や魚だけでなく、 観察する友だちを撮る子もいた。その写真を使って新聞づくりも行った。 帰園後の振り返りで発見を報告し合う姿があり、知的好奇心が高まった。
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	「お料理楽しいね！」 「一緒にできてうれしい！」
	「食べると力が湧くのはなぜ？」という食への疑問や、保護者に料理を振る舞いたいという意欲を形にするため、親子クッキングを実施。タコライスやスープ等の調理を通じ、グループ内で切る・炒める等の役割を主体的に担う姿が見られた。食事中には子供たちが自ら作成したドキュメンテーションで活動を報告し、学びを共有する喜びと自信に繋がった。
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	＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞
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